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一
『
東
海
道
山
す
じ
日
記
』

武
四
郎
の
旅
程

明
治
二(

1
8
6
9
)

年

①
二
月
十
日(

新
暦
三
月
二
二
日)

月
齢8

.
8

馬
場
先
門
内
岩
倉
具
視
邸›

青
山
通
り
＝(

凡
二
里)

›

宮
益›

世
田
谷(

馬
継
・
百
軒
斗)

＝(

一
里
半)

ば

ば

さ

き

も

ん

い
わ
く
ら
と
も
み

あ
お
や
ま

お
よ
そ

み
や
ま
す

せ

た

が

や

う
ま
つ
ぎ

ば
か
り

›

二
子
渡
し(

六
郷
川
［
多
摩
川
］
舟
渡)

＝(

十
八
丁
・
日
本
橋
よ
り
四
里)

›

溝
の
口(

町
並
・
茶
店

ふ

た

こ

ろ
く
ご
う

た

ま

み

ぞ
の

く
ち

旅
籠
屋)

›

四
十
八
坂
＝(

二
里)

›

窪
田
［
大
系1

4
P
2
3
6

中
］›

長
津
田(

馬
継
旅
籠
屋
茶
店
・
昼
食)

＝(

一

は

た

ご

や

な

が

つ

だ

里
八
丁)

›

鶴
間(

馬
継
茶
店)

＝(

八
丁)

›

相
模
鶴
間(

馬
継
茶
店
・
是
よ
り
相
模
の
国)

＝(

一
筋
道
二
里)

つ

る

ま

さ

が

み

つ

る

ま

›

国
分
村(

馬
継
茶
店
・
国
分
尼
寺)

＝(

凡
二
八
～
九
丁)

›

柏
ヶ
谷
村(

村
端
馬
入
川
［
相
模
川
］
舟
渡)

こ

く

ぶ

か
し
わ
が
や

ば
に
ゅ
う

＝(

八
丁)

›

厚
木
宿(

馬
継
茶
店
旅
籠
屋
・
三
千
軒
の
市
町
・
豪
商
川
船
妓
等
・
泊
り)

あ
つ
ぎ
じ
ゅ
く

い
ち
ま
ち

②
二
月
十
一
日(

新
暦
三
月
二
三
日)

月
齢9

.
8

厚
木
宿›

上
岡
田›

下
岡
田›

酒
井›

小
柳
村
＝(

一
里)

›

愛
甲(

名
主
宅
で
馬
継)

›

石
田
村
＝(

一
里)

お

か

た

さ

か

い

こ
や
な
ぎ

あ
い
こ
う

い

し

だ

›

糟
屋(

市
町
乗
馬
・
名
主
で
馬
継
・
旅
籠
屋)

›

伊
勢
原
村
＝(

一
里)

›

神
渡
［
神
戸
］(

市
町
少
し
・
馬

か

す

や

い

せ

は

ら

ご

う

ど

資料
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継)
›

城
の
内
村
［
坪
の
内
］
＝(

十
八
丁)

›

前
波
［
善
波
］(

馬
継)

＝(

凡
十
丁)

›

峠
［
善
波
峠
］(

眺

つ
ぼ
の
う
ち

ぜ

ん

ば

ぜ

ん

ば

望
甚
良)
＝(

一
里)

›

十
日
市
場(

市
町
乗
馬
・
旅
籠
屋
馬
継)

›

曾
屋
＝(

上
道
を
一
里
行
く)

›

千
村(

山

と

お

か

い

ち

ば

そ

や

ち

む

ら

の
上
一
村
落)
＝(

九
折
下
り
凡
半
里)

›

川
筋
に
茶
店›

四
十
八
瀬
＝(

一
里)

›

神
山
村(

名
主
宅
で
馬
継)

し
じ
ゅ
う
は
つ
せ

こ
う
や
ま

›

松
田
村
？›
十
文
字
川(

仮
橋
・
酒
匂
川
の
上)

›

町
屋›

吉
田
島›

延
沢
村
＝(

坂
道
下
り
二
里
・
小
田

ま

つ

だ

じ
ゅ
う
も
ん
じ

さ
か
わ
が
わ

ま

ち

や

よ
し
だ
じ
ま

の
ぶ
さ
わ

原
よ
り
三
里)

›
関
本(

少
し
町
並
・
馬
継)

›

片
上
里
？›

雨
坪
村›

弘
西
寺
村›

刈
岩
村›

一
色
村
＝

せ
き
も
と

あ
ま
つ
ぼ

こ
う
さ
い
じ

か
り
の
い
わ

い

し

き

(

一
里
八
丁)

›

矢
倉
沢(
二
十
軒
斗
・
茶
屋
・
関
所
守
な
し)

＝(

二
十
丁
上
り
十
六
～
七
丁
下
り)

›

や

ぐ

ら

ざ

わ

地
蔵
堂
村(

十
七
～
八
軒
・
足
柄
の
地
蔵)

＝(

九
折
嶮
処
上
り
一
里)

›

足
柄
峠(

地
蔵
堂
・
甘
酒
売
る
八
郎

じ
ぞ
う
ど
う

あ
し
が
ら

兵
衛
・
駿
相
の
境
・
眺
望
良)
＝(

片
下
り
一
里
八
丁
・
往
古
の
湖
道
・
並
松
の
大
樹
・
一
里)

›

竹
の
下

た
け
の
し
た

(

三
百
余
軒
・
茶
屋
旅
籠
屋
馬
継
・
泊
る)

③
二
月
十
二
日(

新
暦
三
月
二
四
日)

月
齢1

0
.
8

竹
の
下
＝(

坂
道
四
～
五
丁
上
り
・
並
木
通
り)

›
厩
や
村
？
＝(

一
里)

›

御
殿
場(

三
百
軒
斗
・
町
並
・
茶

ご

て

ん

ば

屋
馬
継)

›

埃
沢
［
藍
沢
か
？
］
通
り(

二
里
に
近
い)

›
印
野(

百
軒
斗
・
三
九
石
・
光
徳
寺
・
昼
飯)

＝(

少

コ
シ
ザ
ワ

い

ん

の

し
爪
先
上
り
細
き
有
な
し
の
道)

›

独
活
沢
？(

清
水
有)

›
須
山
口
？(

鳥
居)

＝(

半
里
斗)

›

岳
と
足
高
山

す

や

ま

あ
し
た
か
や
ま

間
の
木
立
原
＝(

印
野
よ
り
二
里
半)

›

十
里
木(

九
軒
・
須
山
の
枝
郷
・
名
主
宅
茶
屋)

＝(

一
里
斗
下
り)

じ
ゅ
う
り
ぎ

›

世
古
辻(

上
中
下
道)

›

大
淵
村(

十
里
木
よ
り
三
里
・
三
十
軒
斗
散
居
・
大
柏
・
結
香)

›

杉
谷
村

せ

こ

つ

じ

お
お
ぶ
ち

み
つ
ま
た

［
杉
田
］
＝(

甲
州
路
を
二
里
半)

›

大
宮
町
［
富
士
宮
］

(

千
軒
・
乗
馬
茶
屋
旅
籠
屋
・
止
宿)

す

ぎ

た

お
お
み
や

ふ
じ
の
み
や

④
二
月
十
三
日(

新
暦
三
月
二
五
日)

月
齢1

1
.
8

万
農
原
［
万
野
原
］(

町
よ
り
半
里
斗
の
新
畑)

を
尋
ね
る

ま
ん
の
は
ら

ま
ん
の
は
ら

大
宮
町(

大
宮
参
詣)

›

野
中
村›

治
窪
村
［
沼
窪
］›

峠›

羽
鮒
村›

は
ふ
な
川
［
芝
川
］(
滝
の
ご
と
き

の

な

か

ぬ
ま
く
ぼ

は

ぶ

な

し
ば
か
わ

急
流
・
両
岸
絶
壁
に
藤
縄
を
張
り
く
り
船
渡
し)

›

長
貫
村(

茶
屋
二
軒
程
蕎
麦
切
を
売
る)

＝(
大
宮
よ
り

な
が
ぬ
き

三
里)

›

釣
橋(

長
凡
六
十
間
厳
壁
の
上
に
藤
縄
を
張
り
麁
朶
を
組
付
け
て
あ
る

足
お
の
ゝ
き
て
実
に
当

そ

だ

惑)

［
大
系2

2
P
4
1
0

下
］›

人
家
三
軒
・
洪
水
に
畑
流
さ
れ
た
五
～
八
丁
の
白
川
原›

水
廻
り
通
り
？
＝(
二

十
丁
斗
上
り)

›

細
谷
川›

峠
＝(

釣
橋
よ
り
一
里
半
・
沖
津
よ
り
四
里
八
丁
・
甲
州
身
延
山
の
湖
道
九
里)

み
の
ぶ
さ
ん

›

宍
原(

百
三
十
～
四
十
軒
・
馬
継
旅
籠
屋
・
禅
宗
寺
一
軒
・
上
に
朝
日
に
向
う
滝
・
雄
滝
雌
滝
・
年
寄
多

し
し
は
ら

左
衛
門
・
問
屋
源
左
衛
門
の
懇
ろ
な
世
話)

⑤
二
月
十
四
日(

新
暦
三
月
二
六
日)

月
齢1

2
.
8

天
候

小
雨

宍
原
＝(

細
道
九
折
登
り
凡
二
五
～
六
丁)

›

向
こ
う
に
大
沢
の
五
段
滝
＝(

七
～
八
丁
上
り)

›

椿
峠
＝

つ
ば
き

(

十
丁
斗
下
り)

›

不
動
沢
の
滝
上(

奇
観)

›

大
処(

墓
と
森
・
廃
村
大
処
村)

＝(

宍
原
よ
り
凡
二
里)

›

お
お
ど
こ

小
川
村(

三
十
軒
斗
村
並
至
て
良)

›

板
峠
［
榎
峠
］
＝(

小
川
村
よ
り
二
十
丁
斗)

›

和
田
島
村(

十
七
～

お

が

わ

え
の
き

わ

だ

し

ま

八
軒)

＝(

十
七
～
八
丁)

›

し
げ
の
島
村
［
茂
野
島
］›

上
つ
ゝ
ら
沢
村
［
葛

沢
］(

人
家
良
・
川
南)

›

土

し
げ
の
し
ま

と
ず
ら
さ
わ

ど

村(

川
南
・
人
家
良)

＝(

小
坂
一
つ
越
え)

›

黒
川
村(

五
十
軒
斗
・
駿
府
御
城
の
御
錺

物
を
献
ず
る
・
助

く
ろ
か
わ

か
ざ
り
も
の

郷
人
足
は
御
免
・
小
蟹
の
た
め
山
葵
不
可)

資料
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⑥
二
月
十
五
日(

新
暦
三
月
二
七
日)

月
齢1

3
.
8

天
候

小
雨

黒
川
村
＝(

川
瀬
三
つ
斗
過
坂
道
十
八
～
九
丁
・
凡
二
十
丁
攀
上
り
・
十
丁)

›

道
も
あ
る
か
な
し
岩
角
苔

生
し
辷
る›

(

山
の
横
通
り
十
丁
余)

›

峠
と
い
う
辺
・
井
戸
の
沢(

水
有)

＝(

五
～
六
丁
・
黒
川
村
よ
り
一

里)
›

駒
曳
峠
［
駒
引
峠
］(

杉
の
木
有)

＝(

五
～
六
丁)

›

結
香
畑
＝(

十
二
～
三
丁
・
山
上
よ
り
下
り
一

こ
ま
ひ
き

里
近
し)

›

人
家›

俵
岸
村
［
俵

峯
］(

三
十
軒
斗)

＝(

二
七
～
八
丁
下
り)

›

俵

沢
村(

三
十
軒
斗)

＝(

川

た
わ
ら
み
ね

た
わ
ら
ざ
わ

端
十
丁
斗
上
り)

›

油
島
村(
十
五
～
六
軒
・
貧
村
・
前
で
川
筋
二
つ
に
成
る)

›

中
沢
村›

桂
山
村(

五
～

ゆ

じ

ま

な
か
ざ
わ

か

や

ま

六
十
軒
・
乗
馬
・
茶
紙
問
屋
等)

›
只
間
村
［
唯
間
］(

家
並
良
・
中
河
内)

›

落
合
村(

二
十
軒
斗
・
西
河

た

だ

ま

た

だ

ま

お
ち
あ
い

内
谷
・
二
百
文
位
ず
つ
紙
に
包
ん
で
出
す)

＝(

凡
二
十
丁
斗)

›

寺
尾
村(

六
軒
・
名
主
に
宿
を
乞
う
が
断

て

ら

お

ら
れ
る
・
村
役
の
迷
惑)

⑦
二
月
十
六
日(

新
暦
三
月
二
八
日)

月
齢1

4
.
8

満
月

寺
尾
村
＝(

十
丁)

›

沢
村
［
次
村
か
？
］の
内
匠
村
＝(

坂
至
て
急
・
狼
の
糞
・
凡
一
里)

›

樫
の
木
峠
＝(

九

た

く

み

か

し

の

き

折
下
り
一
里)

›

日
向
村(

五
～
六
十
軒
・
名
主
は
産
神
の
神
主)
＝(

坂
道
上
り
一
里
八
丁)
›

洗

沢
峠(

地

ひ

な

た

あ
ら
い
ざ
わ

神
社
・
二
軒
近
比
一
軒
増
・
三
筋
の
道
落
合)

＝(

峯
ま
ゝ
十
丁)

›
地
蔵
堂(

右
大
井
川
の
上
・
左
榊
尾

ち
か
ご
ろ

［
坂

京
］
峠
越
田
の
口
村
へ
直
道)

＝(

右
よ
り
一
里
半
斗
下
り)

›
杉
の
根
に
清
水
有›

小
峠(

大
杉
有)

さ
か
き
ょ
う

た

の

く

ち

›

真
瀬
［
摩
字
・
馬
路
］
の
大
橋
＝(

眺
望
実
に
鬼
工
神
鐫
の
妙)

＝
狼
・
猪
・
熊
等
を
捕
る
仕
懸(

実
に
お

ま

じ

し
ん
せ
ん

そ
ろ
し
き
も
の
也)

＝(

峠
よ
り
三
里
八
丁)

›

藤
川
村
・
小
永
井
村(

泊
る)

ふ
じ
か
わ

こ

な

が

い

⑧
二
月
十
七
日(

新
暦
三
月
二
九
日)

月
齢1

5
.
8

天
候

雨
少
し

小
永
井
村›

天
王
社(

小
永
井
長
門
守
城
跡)

›

峯
村
［
岸
］›

田
代
村›

坂
木
尾
［
坂
京
］
沢(
川
原
へ
出)

き
し

た

し

ろ

＝(

十
丁
斗
下
り
・
小
永
井
よ
り
一
里
半)

›

青
部
村›

沢
澗
村›

堀
の
内
村
［
徳
山
］›

庄
島
村
［
正
島
］

あ

お

べ

さ

わ

ま

ほ
り
の
う
ち

と
く
や
ま

し
ょ
う
じ
ま

›

田
の
口
村(

洗
沢
峠
よ
り
直
道)

＝(

深
さ
二
尺
五
寸
渉
り
七
尺
位
の
盥
越
し
・
十
八
丁)

›

梅
島(
庄
屋

た

の

く

ち

た
ら
い

う
め
じ
ま

名
主
高
木
八
兵
衛
宅
に
て
昼
飯)

＝(

峠
［
二
本
松
峠
］
一
つ
越
え
凡
一
里)

›

麦
代
村(

山
の
上
・
十
五
～

に
ほ
ん
ま
つ

む
ぎ
し
ろ

六
軒
・
下
長
尾
の
出
郷)

＝(

半
里
斗
上
り)
›

権
現
峠
＝(

山
谷
に
下
る
凡
半
里)

›

人
家
一
～
二
軒
＝(

三

し
も
な
が
お

ご
ん
げ
ん

～
四
丁)

›

人
家
二
～
三
軒
ず
つ
＝(

凡
半
里)

›

田
河
内
村(

名
主
造
酒
屋
・
宿
を
乞
・
大
井
川
筋
よ
り
大

た

ご

う

ち

に
寒
し)

⑨
二
月
十
八
日(

新
暦
三
月
三
十
日)

月
齢1

6
.
8

天
候

夕
方
み
ぞ
れ
雨
の
ち
晴
れ

田
河
内
村
＝(

川
下
り
峠
を
越
え
一
里)

›

花
島
村(

二
十
軒
斗)

＝(

左
秋
葉
道)

›

い
さ
川
村
［
砂
川
］＝(

半

は
な
じ
ま

い
さ
が
わ

里)
›

和
泉
平
＝(

半
里)

›

中
谷
＝(

半
里)

›

平
生
「
平
尾
］
＝(

半
里)

›

若
之
平
［
若
身
平
］(

人
家
並

い
ず
み
だ
い
ら

わ
か
み
だ
い
ら

良
・
村
す
じ
に
川
・
船
渡
し)

＝(

十
丁)

›

犬
居
村(

百
軒
斗
の
町
・
旅
籠
屋
・
名
主
白
木
や
積
問
屋
で
継

い

ぬ

い

し

ろ

き

立
・
秋
葉
山
表
口
・
泊
り)

資料
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⑩
二
月
十
九
日(

新
暦
三
月
三
一
日)

月
齢1

7
.
8

犬
居
村›
和
田
谷
［
和
田
之
谷
］(

旅
籠
屋)

›

中
沢
［
長
沢
］(

旅
籠
屋)

›

領
家
村
＝(

三
二
丁)

›

峯
小
屋

わ

だ

の

や

な
が
さ
わ

り
ょ
う
け

み

ね

ご

や

・
中
小
屋(

横
川
村
よ
り
出
茶
屋)

＝(

十
八
丁
上
り)

›

光
明
山(

曹
洞
禅
・
茶
店)

＝(

五
十
丁
下
り)

›

な

か

ご

や

よ
こ
が
わ

こ
う
み
ょ
う
さ
ん

山

東
村
＝(

四
十
八
瀬
の
十
八
瀬
を
凡
二
五
～
六
丁
下
り)

›

二
股
村
［
二
俣
］(

二
～
三
百
軒
町
・
商
人

や
ま
ひ
が
し

ふ
た
ま
た

ふ
た
ま
た

旅
籠
屋
繁
昌
の
地)

＝(
小
峠
一
つ
越
え
て)

›

東
鹿
島
村
［
北
鹿
島
］
＝(

天
龍
川
船
渡
し
［
今
須
之
渡(

大

き
た
か
じ
ま

系1
0
8
3

中)

、
今
津
渡(

大
系1

0
8
3

下)

］)
›

西
鹿
島
村(

積
問
屋
・
家
並
良)

＝(

十
八
丁
野
道)

›

岩
水
村

い
わ
み
ず

(

岩
水
寺
本
尊
薬
師
如
来
・
大
岩
窟
よ
り
薬
効
あ
る
清
水)

›

宮
の
口
［
宮
口
］(

町
二
百
軒
斗
・
商
人
旅
籠

が
ん
す
い
じ

み
や
ぐ
ち

屋
茶
屋
・
市
日
賑
や
か)

›

味
方
が
原
［
三
方
原
］
＝(

宮
ノ
口
よ
り
三
里)

›

気
賀
［
気
賀
］(

関
門
開
き

み
か
た
ば
ら

け

が

き

が

切
り
・
宿
す)

⑪
二
月
二
十
日(

新
暦
四
月
一
日)

月
齢1

8
.
8

天
候

雨
気

気
賀›

い
な
さ
［
引
佐
］
峠
＝(

三
里)

›

三
日
火
［
三
ヶ
日
］›

本
坂
越
［
是
よ
り
三
河
国
］
＝(

二
里
半)

い

な

さ

み

っ

か

び

ほ
ん
ざ
か

み

か

わ

›

嵩
山
＝(

三
里)

›

長
柄
［
長
良
・
長
楽
］
＝(

一
里)

›
御
油
宿

す

せ

な

が

ら

な

が

ら

ご
ゆ
じ
ゅ
く

（

）
中
は
記
事
の
概
略
等
。

地
名
の
読
み
お
よ
び
［

］
中
は
広
谷
調
べ
。

青
字
地
名
は
昼
食
地
。
赤
字
地
名
は
泊
地
。

資料
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二
『
山
す
じ
日
記
』
松
浦
武
四
郎
行
程
図

明
治
二(

1
8
6
9
)

年

資料
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三
「
カ
シ
ミ
ー
ル3

D

」
デ
ー
タ

(
G
D
B

フ
ァ
イ
ル

測
地
系W

G
S
8
4
)

◎
内
容

１
．
ト
ラ
ッ
ク
デ
ー
タ

武
四
郎
の
歩
い
た
経
路
（
広
谷
予
測
）

ピ
ン
ク
色
の
実
線

広
谷
の
追
蹤
し
た
経
路

車
で
移
動

青
色
の
実
線

歩
道
の
徒
歩

茶
色
の
実
線

難
路
の
徒
歩

赤
色
の
実
線

２
．
ウ
ェ
イ
ポ
イ
ン
ト
デ
ー
タ

赤
●
ポ
イ
ン
ト

武
四
郎
の
『
山
す
じ
日
記
』
に
記
さ
れ
た
地
点
。

位
置
は
『
正
式
二
万
図
』
に
準
じ
た
。
地
名
の
読

み
仮
名
は
広
谷
調
べ
。
標
高
は
国
土
地
理
院
二
万

五
千
分
の
一
地
形
図
に
よ
る
。

青
●
ポ
イ
ン
ト

そ
の
他
の
地
点
。

◎
使
用
法

フ
リ
ー
ソ
フ
ト
「
カ
シ
ミ
ー
ル
３
Ｄ
」
の
最
新
版
で
次
の
地
図
デ
ー
タ
を
運
用
し
、
後
の
デ
ー
タ
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

フ
リ
ー
ソ
フ
ト
「
カ
シ
ミ
ー
ル
３
Ｄ
」
入
手
ペ
ー
ジ

D
A
N

杉
本
さ
ん
の
「
カ
シ
ミ
ー
ル
３
Ｄ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

地
図
デ
ー
タ

☆
国
土
地
理
院
の
「
地
図
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
（
ウ
ォ
ッ
ち
ず
）」

（
無
料
試
験
公
開
・
閲
覧
の
み
）

☆
書
籍
『
カ
シ
ミ
ー
ル
３
Ｄ
』
各
解
説
本
の
付
録C

D

・D
V
D

（
杉
本
智
彦
著

実
業
之
日
本
社

こ
の
地
図
の
使
用
に
つ
い
て
は
、

国
土
地
理
院
の
「
申
請
フ
ロ
ー
」
ペ
ー
ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
）

☆
他

◎
使
用G

P
S

ハ
ン
デ
ィ
ナ
ビ
機

G
a
r
m
i
n

社
製G

P
S
m
a
p
6
0
C
S
x

「
カ
シ
ミ
ー
ル3

D

」
デ
ー
タ

←
こ
こ
を
ク
リ
ッ
ク

資料

http://www42.tok2.com/home/hirotani52/yamasuji/yamasuji%20files/kashimir%20data/kashmirdata.html
http://www.gsi.go.jp/LAW/2930-flow.html
http://watchizu.gsi.go.jp/
http://www.kashmir3d.com/
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四

各
ペ
ー
ジ
最
初
の
地
図
に
つ
い
て

◎
経
路
の
様
式

武
四
郎
の
歩
い
た
経
路
（
広
谷
予
測
）

ピ
ン
ク
色
の
実
線

広
谷
の
追
蹤
し
た
経
路

車
で
移
動

青
色
の
実
線

歩
道
の
徒
歩

茶
色
の
実
線

難
路
の
徒
歩

赤
色
の
実
線

◎
地
点
の
様
式

赤
●

武
四
郎
の
『
山
す
じ
日
記
』
に
記
さ
れ
た
地
点
。

位
置
は
『
正
式
二
万
図
』
に
準
じ
た
。

青
●

そ
の
他
の
地
点
。

◎
作
成
使
用
ソ
フ
ト

フ
リ
ー
ソ
フ
ト
「
カ
シ
ミ
ー
ル
３
Ｄ
」

◎
使
用G

P
S

ハ
ン
デ
ィ
ナ
ビ
機

G
a
r
m
i
n

社
製G

P
S
m
a
p
6
0
C
S
x

◎
使
用
地
図

『
改
訂
新
版

カ
シ
ミ
ー
ル
３
Ｄ
入
門
編
』
付
録

1
/
2
.
5

万
地
図

（
杉
本
智
彦
著

実
業
之
日
本
社

平
成
二
二
年
）

こ
れ
ら
の
地
図
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
国
土
地
理
院
長
の
承
認
を
得
て
、
同
院
発
行
の
数
値
地
図2

5
0

0
0

（
地
図
画
像
）
及
び
数
値
地
図5

0
m

メ
ッ
シ
ュ
（
標
高
）
を
使
用
し
ま
し
た
。

平
成
二
二
年
は
（
承
認
番
号

平2
2

業
使
、
第3

5
4

号
）

平
成
二
三
年
は
（
承
認
番
号

平2
3

業
使
、
第4

0
1

号
）

五

主
な
参
考
資
料

＊
本
文
＊

『
松
浦
武
四
郎
紀
行
集
』
上

昭
和
五
二
年

冨
山
房

吉
田
武
三
・
編

『
東
海
道
山
す
じ
日
記
』（
本
文
と
原
文
影
印
、
現
代
語
訳
）

平
成
十
三
年

羽
衣
出
版

宮
本
勉
・
編

『
東
海
道
山
筋
日
記
』（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
『
も
ぐ
ら
も
ち
新
聞
』
中
の
「
松
浦
武
四
郎
案
内
処
」
に
公
表
さ

れ
た
本
文
のP

D
F

フ
ァ
イ
ル
。
原
文
影
印
付
き
。
現
在
の
と
こ
ろ
最
も
厳
密
な
翻
刻
）

h
t
t
p
:
/
/
s
a
d
a
.
l
a
.
c
o
o
c
a
n
.
j
p
/
t
a
k
e
/
y
a
m
a
s
u
j
i
/
y
a
m
a
s
u
j
i
.
p
d
f

資料

http://sada.la.coocan.jp/take/yamasuji/yamasuji.pdf
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＊
他
の
紀
行
＊

『
日
本
旅
行
日
記
』
１
・
２
（
東
洋
文
庫

・

）
（
明
治
十
四
・
十
五
年
、
秋
葉
山
・
大
井
川
源
・
富
士

544

550

川
等
の
紀
行
）
平
成
四
年

ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
・
著

庄
田
元
男
・
訳

『
濱
つ
ゞ
ら

全
』（
文
化
六
～
文
政
元
年
、
志
太
・
益
頭
・
有
度
・
安
倍
・
富
士
・
庵
原
・
駿
東
の
各
郡

お
よ
び
大
井
川
源
の
紀
行
）

平
成
七
年

桑
原
藤
泰
・
著

宮
本
勉
・
編

＊
地
理
・
歴
史
＊

『
静
岡
県
周
智
郡
誌
』

大
正
六
年

静
岡
県
周
智
郡
教
育
会

『
光
明
村
誌
』

昭
和
三
四
年

光
明
村
誌
編
集
委
員
会

『
大
井
川
と
そ
の
周
辺
』

昭
和
四
二
年

い
ず
み
出
版

浅
井
治
平
・
著

『
遠
山
奇
談
』（
寛
政
期
の
山
地
奇
談
）

華
誘
居
士
・
著

（
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成

）
昭
和
四
五
年

三
一
書
房

16

『
折
口
信
夫
全
集
』
全
六
四
巻

昭
和
四
五
～
平
成
十
四
年

中
央
公
論
社

折
口
信
夫
全
集
刊
行
会
他
・
編
集

『
静
岡
県
引
佐
郡
誌
』
上
・
下

昭
和
四
七
年

引
佐
郡
教
育
会

『
天
竜
市
史
』
全
十
一
巻

昭
和
四
九
～
平
成
三
年

天
竜
市
役
所

『
駿
河
記
』
上
・
下

（
文
政
元
年
著
の
大
地
歴
誌

昭
和
七
年
版
の
復
刻
）

昭
和
四
九
年

臨
川
書
店

桑
原
藤
泰
・
著

足
立
鍬
太
郎
・
校
訂

『
中
川
根
町
史
』
全
四
巻

昭
和
五
十
～
平
成
十
八
年

中
川
根
町
・
川
根
本
町

中
川
根
町
史
編
さ
ん
委
員
会
・
編
集

『
東
京
都
』『
神
奈
川
県
』『
静
岡
県
』『
愛
知
県
』

（
角
川
日
本
地
名
大
辞
典

、

、

、

）

13

14

22

23

昭
和
五
三
～
平
成
元
年

角
川
書
店

『
日
本
城
郭
大
系
』
全
二
〇
巻

昭
和
五
四
～
五
六
年

新
人
物
往
来
社

『
本
川
根
町
史
』
全
十
巻

昭
和
五
五
～
平
成
十
七
年

本
川
根
町

『
遠
江
国
風
土
記
伝
』（
寛
政
期
の
地
歴
誌

昭
和
十
年
版
の
復
刻
）

昭
和
五
五
年

世
界
聖
典
刊
行
協
会

内
山
真
龍
・
著

加
藤
管
根
、
皆
川
剛
六
・
訳

『
犬
居
城
主
天
野
氏
と
戦
国
史
』

昭
和
五
五
年

犬
居
城
址
顕
彰
会

小
澤
舜
次
・
著

昭
和
六
〇
年

改
訂

『
東
京
都
の
地
名
』『
神
奈
川
県
の
地
名
』『
静
岡
県
の
地
名
』『
愛
知
県
の
地
名
』

資料
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（
日
本
歴
史
地
名
体
系

、

、

、

）
昭
和
五
六
～
平
成
十
四
年

平
凡
社

13

14

22

23

『
静
岡
県
郷
土
研
究
』
全
二
〇
輯

昭
和
八
～
十
八
年

静
岡
県
郷
土
研
究
協
会

復
刻
『
静
岡
県
郷
土
研
究
』
全
八
巻

昭
和
五
七
年

国
書
刊
行
会

『
静
岡
県
地
名
辞
典
』

昭
和
五
七
年

Ｎ
Ｈ
Ｋ
静
岡
放
送
局

『
ふ
る
さ
と
本
川
根
』

昭
和
六
二
年

本
川
根
町
教
育
委
員
会

『
ふ
る
さ
と
も
の
が
た
り
天
竜
』

昭
和
六
二
年

上
阿
多
古
草
ぶ
え
会

『
天
竜
川
と
秋
葉
街
道
』

昭
和
六
二
年

明
文
出
版
社

神
谷
昌
志
・
著

『
校
注
簡
約
松
浦
武
四
郎
自
伝
』

昭
和
六
三
年

松
浦
武
四
郎
没
後
一
〇
〇
年
記
念
事
業
協
賛
会

松
浦
武
四
郎
研
究
会
・
編

『
藁
科
物
語
』
全
四
号

平
成
二
～
十
二
年

静
岡
市
立
藁
科
図
書
館
・
編
集
・
発
行

『
遠
江
古
蹟
図
絵

全
』（
享
和
期
の
図
絵
・
解
説
集
）

平
成
十
三
年

明
文
出
版
社

藤
長
庚
・
著

神
谷
昌
志
・
修
訂
、
著

『
春
野
町
史
』
全
五
巻

平
成
三
～
十
一
年

春
野
町

春
野
町
史
編
さ
ん
委
員
会
・
編
集

『
静
岡
県
明
治
銅
版
画
風
景
集
』（
明
治
二
五
・
二
六
年
版
の
復
刻
）

平
成
三
年

羽
衣
出
版

若
林
淳
之
・
解
説

『
大
井
川
の
川
越
し
』

平
成
四
年

島
田
市
教
育
委
員
会

『
ご
て
ん
ば
の
古
道
』

平
成
六
年

御
殿
場
市
立
図
書
館
古
文
書
を
読
む
会
・
編
集
・
発
行

『
静
岡
県
史
料
』
全
五
輯

昭
和
七
～
十
六
年

静
岡
県

復
刻

平
成
六
年

臨
川
書
店

『
静
岡
県
歴
史
の
道

姫
街
道
』

平
成
七
年

静
岡
県
教
育
委
員
会
文
化
課
・
編
集
・
発
行

『
静
岡
県
歴
史
の
道

秋
葉
街
道
』

平
成
八
年

静
岡
県
文
化
財
保
存
協
会
・
発
行

静
岡
県
教
育
委
員
会
文
化
課
・
編
集

『
富
士
川
と
通
船
の
歴
史
』

平
成
九
年

静
岡
県
富
士
県
行
政
セ
ン
タ
ー

遠
藤
秀
男
・
執
筆

『
掛
川
誌
稿

全
翻
刻
』（
化
政
期
、
掛
川
藩
士
の
実
地
踏
査
に
よ
る
藩
領
内
外
の
地
誌
）

平
成
九
年

静
岡
新
聞
社

斎
田
茂
先
、
山
本
忠
英
・
著

中
村
育
男
・
翻
刻

『
駿
河
記

絵
図
集
成
』

平
成
十
年

羽
衣
出
版

桑
原
藤
泰
・
著

宮
本
勉
・
解
説

『
古
街
道
を
行
く
』

平
成
十
四
年

静
岡
新
聞
社

鈴
木
茂
伸
・
著

『
図
説

中
川
根
の
歴
史
』

平
成
十
四
年

中
川
根
町

中
川
根
町
史
編
さ
ん
委
員
会
・
編
集

資料
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『
駿
州
富
士
郡
大
宮
町

角
田
桜
岳
日
記
』
全
五
巻
（
武
四
郎
の
友
人
、
佐
野
与
市
の
日
記
）

平
成
十
六
～
二
一
年

富
士
宮
市
教
育
委
員
会
・
編
集
・
発
行

『
田
河
内
今
昔
』

平
成
二
三
年

栗
島
清
・
著

＊
地
図
＊

『
迅
速
測
図
』（
明
治
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
関
東
地
方
を
対
象
に
作
成
さ
れ
た
二
万
分
の
一
地
図
が
閲

覧
で
き
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。
現
代
の
道
路
や
鉄
道
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。『
山
す
じ
日
記
』

関
連
で
は
江
戸
馬
場
先
門
～
神
山
村
・
松
田
村
）

「
歴
史
的
農
業
環
境
閲
覧
シ
ス
テ
ム
」h

t
t
p
:
/
/
h
a
b
s
.
d
c
.
a
f
f
r
c
.
g
o
.
j
p
/
i
n
d
e
x
.
h
t
m
l

『
大
日
本
管
轄
分
地
図
』

昭
和
四
三
年

人
文
社

日
本
地
図
選
集
刊
行
委
員
会
・
編

『
五
千
分
の
一

江
戸
―
東
京
市
街
地
図
集
成

第
１
期
』

（
明
暦
三
～
明
治
二
八
年
の
古
絵
地
図
）

平
成
四
年

柏
書
房

地
図
資
料
編
纂
会
・
編

『
矢
倉
沢
通
見
取
絵
図
』
第
一
・
二
巻

（
文
化
三
年
、
江
戸
幕
府
道
中
奉
行
所
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
街

道
実
測
絵
図
）

平
成
四
年

東
京
美
術

児
玉
幸
多
・
監
修

『
情
報
ア
ー
カ
イ
ブ

古
地
図
』
（
東
京
国
立
博
物
館
の
ペ
ー
ジ
。
「
江
戸
絵
図
」
な
ど
、
内
外
の
貴
重
な

古
地
図
が
閲
覧
で
き
る
）

h
t
t
p
:
/
/
w
e
b
a
r
c
h
i
v
e
s
.
t
n
m
.
j
p
/
p
a
g
e
s
/
o
l
d
m
a
p
s
/
i
n
d
e
x
.
h
t
m
l

『
正
式
二
万
分
一
地
形
図
集
成
』
東
日
本

平
成
十
三
年

柏
書
房

地
図
資
料
編
纂
会
・
編

（
明
治
十
九
～
四
二
年
頃
測
量
・
二
一
～
四
四
年
頃
出
版
の
陸
測
図
）

（

）「
東
京
主
部
」

馬
場
先
門
跡
～
青
山

93
（

）「
東
京
南
部
」

青
山

104
（

）「
世
田
ヶ
谷
」

渋
谷
～
世
田
ヶ
谷
～
溝
ノ
口

107
（

）「
溝
口
」

溝
口

108
（

）「
荏
田
」

宮
前
～
荏
田

113
（

）「
小
机
」

下
長
津
田

114
（

）「
長
津
田
」

長
津
田
～
下
鶴
間

121
（

）「
用
田
」

柏
ヶ
谷
～
国
分

122
（

）「
厚
木
」

国
分
～
厚
木
～
糟
屋

127
（

）「
伊
勢
原
」

伊
勢
原

128
（

）「
秦
野
」

伊
勢
原
～
曾
屋

133
（

）「
松
田
惣
領
」

千
村
～
吉
田
島

138
（

）「
関
本
村
」

吉
田
島
～
関
本

159
（

）「
矢
倉
澤
村
」

雨
坪
～
足
柄
峠

164

『
正
式
二
万
分
一
地
形
図
集
成
』
中
部
日
本
１

平
成
十
四
年

柏
書
房

地
図
資
料
編
纂
会
・
編

資料
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（
明
治
二
〇
～
二
三
年
頃
測
量
・
二
三
～
二
六
年
頃
出
版
の
陸
測
図
）

（

）「
御
殿
場
村
」

竹
の
下
～
御
殿
場
～
茱
萸
原

35
（

）「
印
野
村
」

印
野

40
（

）「
須
山
村
」

41
（

）「
越
前
岳
」

十
里
木
～
世
古
辻

46
（

）「
大
宮
町
」

杉
田
～
大
宮
町
～
野
中

51
（

）「
冨
河
村
」

羽
鮒
～
長
貫

55
（

）「
吉
原
宿
」

芝
川

52
（

）「
宍
原
村
」

長
貫
～
宍
原
～
椿
峠

56
（

）「
中
河
内
」

椿
峠

77
（

）「
龍
爪
山
」

小
川
～
榎
峠
～
和
田
島
～
黒
川
～
駒
曳
峠

78
（

）「
玉
川
村
」

駒
曳
峠
～
俵
峰
～
俵
沢
～
佳
山
～
寺
尾

80
（

）「
大
川
村
」

樫
の
木
峠
～
日
向
～
洗
沢

82
（

）「
笹
間
村
」

正
島
～
水
川

84
（

）「
中
川
根
村
」

水
川
～
梅
島
～
権
現
峠

85
（

）「
下
川
根
村
」

田
河
内

101
（

）「
熊
切
村
」

花
島
～
砂
川
～
和
泉
平
～
平
野

115
（

）「
秋
葉
山
」

若
身
平
～
犬
居
～
和
田
谷

120
（

）「
光
明
村
」

領
家
長
澤
～
峯
小
屋
～
光
明
山
～
東
山

121
（

）「
二
俣
町
」

二
俣
～
西
鹿
島

122
（

）「
麁
玉
村
」

宮
口
～
都
田

127
（

）「
気
賀
町
」

瀬
戸
～
気
賀
～
引
佐
峠

132
（

）「
北
庄
内
村
」

133
（

）「
猪
鼻
湖
」

138
（

）「
冨
岡
」

三
ヶ
日
～
本
坂

137
（

）「
石
巻
山
」

本
坂
峠
～
嵩
山

168
（

）「
吉
祥
山
」

長
良
～
豊
川

167
（

）「
御
油
」

御
油

172

『
五
万
分
一
地
形
図
』

（
明
治
二
〇
～
二
三
年
頃
測
図
・
三
二
～
四
二
年
頃
出
版
の
陸
測
図
）

「
御
殿
場
」

竹
の
下
～
御
殿
場
～
印
野
～
世
古
辻

「
大
宮
」

杉
田
～
大
宮
町
～
長
貫

「
吉
原
町
」

宍
原

「
清
水
町
」

小
川
～
黒
川
～
俵
沢
～
樫
の
木
峠

「
千
頭
」

日
向
～
洗
沢
～
小
長
井
～
梅
島
～
権
現
峠

「
家
山
」

田
河
内

「
秋
葉
山
」

花
島
～
犬
居
～
光
明
山
～
東
山
～
西
鹿
島

資料
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「
見
附
町
」

宮
口

「
浜
松
町
」

都
田
～
気
賀
～
三
ヶ
日
～
本
坂

「
豊
橋
町
」

本
坂
峠
～
長
良
～
豊
川

＊
記
念
館
＊

「
松
浦
武
四
郎
記
念
館
」
〒5

1
5
-
2
1
0
9

三
重
県
松
阪
市
小
野
江
町
三
八
三
番
地

（
〇
五
九
八
―
五
六
―
六
八
四
七
）

［
近
鉄
伊
勢
中
川
駅
よ
り
タ
ク
シ
ー
七
分
、
徒
歩
四
〇
分
］

徒
歩
で
行
か
れ
る
方
は
、
自
分
で
経
路
を
調
べ
て
く
だ
さ
い

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
m
a
t
s
u
s
a
k
a
.
m
i
e
.
j
p
/
b
u
n
k
a
/
s
h
i
s
e
t
s
u
/
t
a
k
e
_
m
u
/
t
a
k
e
_
k
i
n
e
n
k
a
n
.
h
t
m
l

六

小
田
井
蔵
太
の
こ
と

『
山
す
じ
日
記
』
の
冒
頭
に
記
さ
れ
た
小
田
井
蔵
太
の
描
か
れ
方
が
、
私
に
は
以
前
か
ら
た
い
へ
ん
気

お

た

い

く

ら

た

に
掛
か
っ
て
い
た
。
雨
の
深
夜
、
武
四
郎
宅
の
戸
を
叩
く
者
が
あ
り
、
そ
れ
は
実
際
に
は
新
政
府
東
征
大

総
督
参
謀
の
呼
び
出
し
だ
っ
た
の
だ
が
、
武
四
郎
は
上
野
の
山
に
立
て
籠
も
る
幕
府
方
彰
義
隊
の
隊
頭
小

田
井
蔵
太
が
、
隊
を
引
き
連
れ
て
か
つ
て
の
意
趣
返
し
に
来
た
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
て
い
る
。
そ
し
て

そ
の
す
ぐ
後
、
武
四
郎
の
筆
は
小
田
井
の
こ
と
を
「
生
来
不
仁
不
慈
は

併

無
き
男
な
り
…
如
何
に
も
腹

[

な
ら
び]

く
ろ
き
男
に
て
蝦
夷
人
等
の
難
儀
に
及
ぶ
こ
と
の
巳
致
し
」
と
酷
評
し
て
い
る
。
釧
路
で
働
い
た
不
正
を

[

み]

武
四
郎
か
ら
き
つ
く
意
見
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
何
と
な
く
気
が
合
わ
な
く
な
り
、
小
田
井
は
武
四
郎
を

恨
む
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
し
て
い
る
。

小
田
井
は
武
四
郎
の
十
歳
ほ
ど
年
上
。
二
人
と
も
幕
府
の
傑
出
し
た
大
人
物
堀
織
部
正
利
煕
の
薫
陶
を

ほ
り
お
り
べ
の
し
ょ
う
と
し
ひ
ろ

受
け
た
元
部
下
。
武
四
郎
の
安
政
三
（
一
八
五
六
）
年
と
安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
の
蝦
夷
地
の
旅
で
は
、

小
田
井
は
函
館
奉
行
所
の
同
心
と
し
て
釧
路
の
勤
番
所
に
詰
め
て
い
た
。

互
い
の
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
堀
奉
行
か
ら
聞
か
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
か
ら
、
安
政
三
年
に
会
っ
た
時
に

は
、
親
愛
の
情
を
交
わ
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
武
四
郎
は
、
途
中
見
掛
け
た
「
砥
石
」
産
出
の
情

報
提
供
な
ど
、
小
田
井
の
勤
め
の
助
け
に
な
ろ
う
と
心
掛
け
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
ま
た
『
竹
四
郎
廻
浦

か

い

ほ

日
記
』
の
第
二
六
巻
に
は
「
小
田
井
某
の
義
気
に
感
じ
」
と
も
記
し
て
い
る
。

安
政
五
年
に
は
、
小
田
井
は
自
ら
求
め
て
釧
路
～
阿
寒
～
網
走
～
摩
周
・
屈
斜
路
～
釧
路
の
計
二
三
日

資料

http://www.city.matsusaka.mie.jp/bunka/shisetsu/take_mu/take_kinenkan.html
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間
（
『
校
注
簡
約
松
浦
武
四
郎
自
伝
』
で
は
十
九
日
間
）
に
及
ぶ
武
四
郎
の
困
難
な
奥
地
旅
行
に
同
行
し
て

い
る
。

こ
の
間
、
『
竹
四
郎
廻
浦
日
記
』
や
『
辰
手
控
』
、
『
戊
午
東
西
蝦
夷
山
川
地
理
取
調
日
誌
』
や
『
午
手

た
つ
て
び
か
え

ぼ

ご

う
ま

控
』
な
ど
の
中
に
、
浅
学
の
私
が
知
る
限
り
で
は
、
小
田
井
を
非
難
し
た
り
嫌
悪
す
る
表
現
は
見
当
た
ら

な
い
よ
う
に
思
う
。
た
だ
、『
近
世
蝦
夷
人
物
誌
』
の
「
ム
ン
ケ
ヽ
」
に
登
場
す
る
「
強
将
」
や
、
挿
絵
に

描
か
れ
た
侍
は
、
釧
路
地
方
の
ア
イ
ヌ
に
和
人
風
の
髪
型
や
和
人
名
を
強
制
し
て
苦
し
め
る
人
物
だ
が
、

こ
れ
は
小
田
井
そ
の
人
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
実
名
を
挙
げ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
強
い
非
難
の
調

子
を
も
注
意
深
く
避
け
る
武
四
郎
の
筆
ぶ
り
だ
。

と
こ
ろ
が
一
転
、『
山
す
じ
日
記
』
の
小
田
井
評
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
こ
の
大
き
な
変
化
が
、
私
に
は
ど

う
も
気
に
掛
か
る
。
吉
川
弘
文
館
人
物
叢
書
『
松
浦
武
四
郎
』
の
著
者
ま
で
も
が
、
そ
れ
を
受
け
た
の
か

安
政
三
年
の
項
で
「
こ
の
小
田
井
と
い
う
の
は
、
面
従
腹
背
の
佞
奸
の
人
物
だ
っ
た
」
と
評
し
、
取
り
付

(

め
ん
じ
ゅ
う
ふ
く
は
い)

(

ね
い
か
ん)

く
島
が
な
い
。
そ
こ
で
、
小
田
井
蔵
太
の
実
像
に
少
し
で
も
近
づ
こ
う
と
、
小
田
井
の
故
郷
福
島
県
の
県

立
図
書
館
や
、
郷
土
史
研
究
家
に
情
報
提
供
を
お
願
い
し
た
。

提
供
い
た
だ
い
た
資
料
を
読
む
と
、
小
田
井
は
幼
少
時
に
父
を
失
っ
て
苦
労
し
た
が
、「
小
よ
り
豪
放
に

し
て
大
志
あ
り
」、
槍
術
海
内
第
一
と
称
さ
れ
た
者
を
打
ち
負
か
し
た
ほ
ど
の
優
れ
た
武
道
家
だ
っ
た
。
彰

義
隊
の
頭
に
推
挙
さ
れ
て
血
気
盛
ん
な
多
く
の
佐
幕
派
武
士
た
ち
の
指
導
者
を
務
め
た
り
、
の
ち
新
政
府

か
ら
水
戸
県
大
参
事
に
任
命
さ
れ
た
り
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
か
な
り
の
人
物
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
晩
年
は
、
安
達
太
良
山
麓
の
開
墾
に
尽
力
し
た
郷
土
の
偉
人
で
あ
っ
た
こ
と
も
分
か
っ
た
。

あ

だ

た

ら

釧
路
で
武
四
郎
と
の
間
に
何
が
あ
っ
た
の
か
、
私
は
知
ら
な
い
。
ま
た
、
釧
路
の
役
人
と
し
て
非
行
が

実
際
に
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
も
分
か
ら
な
い
。
た
だ
、
ア
イ
ヌ
に
和
人
風
の
髪
型
や
和
人
名
を
強
制
し
た

の
は
、
事
の
善
悪
は
別
と
し
て
、
幕
府
や
箱
館
奉
行
所
の
方
針
に
忠
実
に
従
っ
て
励
も
う
と
す
る
、
地
方

役
人
と
し
て
の
実
直
さ
、
真
面
目
さ
の
表
れ
と
と
れ
な
い
こ
と
も
な
い
。

彰
義
隊
の
頭
に
祭
り
上
げ
ら
れ
た
の
も
、
一
流
の
武
術
や
奥
羽
人
と
し
て
の
気
骨
が
認
め
ら
れ
た
こ
と

も
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
ま
で
拠
っ
て
き
た
幕
府
が
劣
勢
不
利
だ
か
ら
と
い
っ
て
あ
っ
さ
り
見
限
り
は

し
な
い
と
い
う
、
武
人
と
し
て
の
彼
の
矜
持
が
支
持
さ
れ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
し
か
に
、
伊

勢
神
宮
の
地
出
身
の
尊
皇
派
武
四
郎
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

明
治
新
政
府
へ
の
公
式
報
告
書
で
あ
る
『
山
す
じ
日
記
』
冒
頭
に
、
武
四
郎
が
小
田
井
へ
の
名
指
し
酷

評
を
置
い
た
の
は
、
幕
府
の
下
級
役
人
で
あ
っ
た
自
分
の
経
歴
を
意
識
し
、
新
政
府
の
た
め
に
全
力
を
尽

く
そ
う
と
す
る
決
意
の
表
れ
だ
っ
た
と
評
価
す
べ
き
だ
ろ
う
。

◎
『
二
本
松
藩
史
』
第
三
編
第
三
章
「
武
藝
家
列
傳
」

（
福
島
県
立
図
書
館
提
供
）

小

田

井

藏

太

諱
は
一
成
、
千
代
住
某
の
子
、
後
小
田
井
姓
を
冐
す
、
小
田
井
は
姉
某
の
嫁
せ
る
家
な
り
。
天
保
元
年

二
月
江
戸
藩
邸
に
生
る
、
幼
名
寅
之
助
。
幼
に
し
て
父
を
喪
ひ
、
母
野
田
氏
に
伴
は
れ
て
二
本
松
に
來
り
、

宗
家
久
保
氏
に
寄
る
。
年
十
二
、
本
宮
町
の
縁
家
高
島
氏
に
寓
す
。
藏
太
小
よ
り
豪
放
に
し
て
大
志
あ
り
、

居
る
こ
と
三
年
、
出
で
ゝ
江
戸
に
奔
り
、
幕
臣
川
窪
駿
河
守
の
學
僕
と
な
り
、
槍
法
を
學
び
、
又
齋
藤
彌

九
郎
に
就
い
て
劍
術
を
修
む
。
數
年
に
し
て
技
大
に
進
む
。
時
に
會
津
藩
志
賀
小
太
郎
槍
術
に
於
て
海
内

資料
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第
一
と
稱
せ
ら
る
藏
太
之
と
技
を
闘
は
し
て
勝
つ
。
是
に
於
て
武
名
一
時
に
高
し
。
嘉
永
六
年
米
艦
浦
賀

に
渡
來
し
、
天
下
騷
然
た
り
。
幕
府
文
武
の
士
を
招
く
、
藏
太
徴
さ
れ
て
家
人
に
列
せ
ら
る
。
安
政
二
年

函
館
奉
行
堀
織
部
正
に
從
ひ
て
蝦
夷
地
に
渡
り
、
累
進
し
て
江
刺
奉
行
に
任
ぜ
ら
る
、
時
に
安
政
四
年
な

り
。
居
る
こ
と
一
年
召
さ
れ
て
江
戸
に
還
る
。
時
に
國
事
多
端
、
鎖
國
攘
夷
の
徒
天
下
を
横
行
す
。
幕
府

新
徴
組
、
新
選
組
を
組
織
し
、
武
藝
者
を
募
り
て
之
に
備
ふ
。
藏
太
信
濃
守
に
任
官
し
、
秩
祿
三
千
石
、

隱
然
新
選
組
の
首
領
た
り
。
幕
府
の
瓦
解
す
る
や
、
藏
太
池
田
大
隅
守
等
と
上
野
に
輪
王
寺
の
宮
を
奉
じ

彰
義
隊
の
將
と
な
り
て
西
軍
に
抗
せ
し
が
、
敗
れ
て
會
津
に
入
り
、
後
圧
内
に
入
り
て
、
西
軍
に
降
り
ぬ
。

明
治
の
初
水
戸
縣
大
參
事
に
任
ぜ
ら
れ
、
後
實
業
界
に
投
ぜ
し
も
事
成
ら
ず
。
明
治
二
十
五
年
三
月
二
十

五
日
本
宮
に
客
死
す
、
享
年
六
十
三
、
石
雲
寺
高
島
氏
の
先
塋
に
葬
る
。

◎
『
福
島
県
史
』

（
福
島
県
立
図
書
館
提
供
）

22

小
田
井
蔵
太

彰
義
隊
副
隊
長

①
天
保
１
年

②
明
治
２
２
年
２
月
１
９
日

③
江
戸

④
安
達
郡
本

宮
町

⑤
重
之
助

幼
時
に
父
を
失
い
、
母
に
と
も
な
わ
れ
て
二
本
松
市
鈴
石
に
移
り
住
み
、
少
年
時
代

は
魚
行
商
を
し
て
家
計
を
助
け
た
。
青
年
時
代
に
江
戸
へ
の
ぼ
り
、
幕
臣
川
窪
駿
河
守
の
学
僕
と
な
り
、

槍
法
を
学
び
、
斎
藤
弥
九
郎
に
つ
い
て
剣
術
を
お
さ
め
た
。
嘉
永
６
年
幕
臣
に
取
り
立
て
ら
れ
、
安
政
２

年
函
館
奉
行
堀
織
部
正
に
従
い
北
辺
警
備
に
派
遣
さ
れ
、
同
４
年
に
江
刺
奉
行
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
そ
の
後

信
濃
守
に
任
官
し
秩
禄
３
０
０
０
石
。
戊
辰
戦
争
が
近
づ
く
と
急
い
で
江
戸
に
帰
り
、
彰
義
隊
に
加
盟
し
、

副
隊
長
に
推
挙
さ
れ
た
。
彰
義
隊
は
上
野
に
た
て
こ
も
っ
て
幕
府
の
支
え
と
な
っ
て
戦
っ
た
が
、
慶
応
４

年
５
月
つ
い
に
敗
れ
、
小
田
井
は
残
党
を
ひ
き
い
て
東
北
に
下
る
。
会
津
藩
を
助
け
て
戦
っ
た
が
、
こ
こ

で
も
敗
れ
て
本
宮
町
に
住
み
つ
い
た
。
明
治
維
新
後
水
戸
県
大
参
事
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
問
も
な
く
帰
農

し
、
主
と
し
て
安
達
太
良
山
開
発
の
た
め
に
働
い
た
。
沼
尻
・
中
ノ
沢
温
泉
の
開
発
者
と
し
て
も
知
ら
れ

て
い
る
。

◎
『
福
島
百
年
の
人
々
』「
名
勝
負
物
語
り
」

（
福
島
県
立
図
書
館
提
供
）

ま
た
、
二
本
松
藩
の
山
田
慶
蔵
・
胖
蔵
兄
弟
、
宮
沢
平
八
郎
、
小
田
井
蔵
太
ら
も
つ
わ
も
の
ど
も
。

（
中
略
）

ま
た
小
田
井
は
本
宮
町
の
生
ま
れ
で
新
選
組
に
は
い
り
、
の
ち
彰
義
隊
の
将
と
な
っ
た
剣
士
。
同
町
石
雲

寺
に
墓
が
あ
る
。

戊
辰
の
役
が
終
わ
り
、
剣
士
た
ち
は
他
藩
に
あ
ず
か
り
の
身
と
な
っ
て
、
全
国
各
地
に
四
散
し
て
行
っ

た
。
時
が
過
ぎ
、
ふ
る
さ
と
へ
帰
っ
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
永
遠
に
ふ
る
さ
と
の
地
を
踏
ま
れ
ぬ
も
の
も
多

か
っ
た
。
し
か
し
、
県
内
で
は
ぐ
く
ま
れ
た
剣
の
道
は
郷
土
愛
に
燃
え
る
数
少
な
い
人
た
ち
に
よ
っ
て
、

明
治
、
大
正
、
昭
和
へ
と
受
け
継
が
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

◎
『
本
宮
町
史
』

第
六
編
第
一
章
第
三
節
「
本
宮
の
武
術
家
」

（
福
島
県
立
図
書
館
提
供
）

11

小
田
井
蔵
太

ま
た
、
武
術
家
と
し
て
幕
末
に
彰
義
隊
の
隊
頭
で
あ
っ
た
小
田
井
蔵
太
が
い
る
。
蔵
太
の
父
は
二
本
松

資料
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藩
士
伊
東
文
司
兵
衛
（
壬
申
戸
籍
）

と
い
い
、
一
八
二
八
年
（
文
政
十
一
）

に
生
ま
れ
た
。
幼
少
に
し
て
父
を
失

い
、
縁
故
を
た
よ
り
本
宮
の
高
島
屋
に
一
八
三
九
年
（
天
保
十
）

十
二
歳
の
こ
ろ
寄
寓
。
の
ち
江
戸
へ
登
り

き

ぐ

う

幕
臣
川
窪
駿
河
守
の
家
僕
と
な
っ
て
、
文
武
の
修
業
に
励
ん
だ
。
剣
術
を
斎
藤
弥
九
郎
（
幕
末
維
新
時
代
の
最

も
有
名
な
る
剣
客
、
名
は
善
道
、
字
は
忠
郷
、
篤
信
斎
と
号
す
）

に
学
び
達
人
の
域
に
達
し
た
と
い
う
。
諱
を
一
成
、
千

代
住
蔵
太
（
の
ち
姉
の
婚
家
の
小
田
井
姓
）

と
称
し
、
一
八
五
二
年
（
嘉
永
五
）

二
十
五
歳
の
と
き
、
幕
府
の
「
武

術
稽
古
場
御
世
話
役
並
」
に
仕
官
、
二
〇
俵
二
人
扶
持
を
受
け
た
。
一
八
五
五
年
（
安
政
二
）

に
は
堀
織
部

正
に
従
っ
て
蝦
夷
地
に
渡
り
、
一
八
五
九
年
（
安
政
六
）

静
河
（
樺
太
）

鱒
漁
場
開
発
を
上
陳
し
て
い
る
。
定

シ

ス

カ

役
（
江
刺
奉
行
）

を
つ
と
め
、
の
ち
江
戸
へ
戻
っ
た
（
『
本
宮
町
史
』
５

四
〇
一

文
久
三
年
七
月
「
箱
館
役
人
本
宮
宿
休
泊

足
銭
帳
ほ
か
」
に
、（
文
久
三
）
亥
正
月
二
十
四
日
御
登
り
御
昼
小
田
井
蔵
太
様
」
が
見
え
る
の
で
、
こ
の
と
き
と
推
定
さ
れ
る
）
。
一
八

六
三
年
（
文
久
三
）

新
徴
組
を
組
織
し
て
、
信
濃
守
に
任
官
、
一
八
六
八
年
（
慶
応
四
）
二
月
彰
義
隊
を
結
成
、

四
月
池
田
大
隅
守
と
と
も
に
隊
頭
と
な
る
が
、
同
年
五
月
十
五
日
上
野
戦
争
に
際
し
彰
義
隊
は
敗
れ
、
蔵

太
は
参
戦
し
な
か
っ
た
が
輪
王
寺
宮
（
の
ち
の
北
白
川
宮
能
久
親
王
）

を
護
衛
し
、
海
路
東
北
へ
逃
れ
た
。
の
ち

使
命
を
帯
び
各
地
で
活
躍
し
た
。

維
新
後
明
治
十
年
代
に
本
宮
の
高
島
屋
に
寄
寓
し
て
、
少
年
や
一
般
人
に
剣
術
の
指
導
を
し
た
。
か
た

わ
ら
、
安
達
太
良
山
西
麓
の
産
業
開
発
に
乗
り
出
し
、
シ
イ
タ
ケ
栽
培
に
従
事
、
中
の
沢
へ
の
引
湯
を
提

唱
し
た
。
蔵
太
は
一
八
八
九
年
（
明
治
二
十
二
）

十
二
月
六
十
二
歳
を
も
っ
て
本
宮
で
没
し
た
。
石
雲
寺
墓
地

に
「
小
田
井
藏
太
一
成
之
碑
」
が
あ
る
。

〔
執
筆
者

山
崎
清
敏
〕

◎
小
田
井
蔵
太
墓
碑
銘

（
福
島
県
本
宮
市

明
間
祐
寿
さ
ん
提
供
）

正
面

小
田
井
蔵
太
一
成
之
碑

天
野
八
郎
嫡
孫

松
本
文
三
書

裏
面小

田
井
氏
幼
名
寅
之
助
後
蔵
太
諱
を
一
成
と
い
っ
た
天
保
元
年
江
戸
に
生
れ

幼
時
父
を
失
い

母
に

伴
わ
れ
二
本
松
に
移
り
十
二
才
の
頃
本
宮
高
島
家
に
寄
寓
し
後
江
戸
に
上
り
幕
臣
川
窪
駿
河
守
の
學
僕

と
な
り
文
武
の
修
業
に
つ
と
め
殊
に
武
藝
は
達
人
の
域
に
達
し
た
嘉
永
六
年
米
艦
来
航
の
時
守
人
と
な

り
安
政
二
年
蝦
夷
地
に
渡
り
江
刺
奉
行
を
勤
め
て
帰
る
戊
辰
の
風
雲
急
を
告
げ
る
に
当
り
彰
義
隊
に
加

盟
し
副
隊
長
に
進
ん
だ
人
と
な
り
豪
放
機
敏
体
驅
堂
々
隠
然
た
る
首
領
で
あ
っ
た
慶
応
四
年
五
月
彰
義

隊
破
れ
輪
王
寺
宮
を
お
護
り
し
て
当
地
に
来
た
り
奥
羽
連
盟
の
た
め
に
東
奔
西
走
し
戦
終
る
や
ま
た
宮

の
お
伴
し
て
東
京
に
上
り
赦
さ
れ
て
水
戸
県
大
参
事
と
な
っ
た
後
官
を
辞
し
て
実
業
界
に
活
躍
し
晩
年

再
び
高
島
家
に
寄
留
し
安
達
太
良
山
の
産
業
開
発
に
尽
し
た
が
明
治
廿
二
年
十
二
月
十
九
日
病
の
た
め

不
帰
の
客
と
な
っ
た
享
年
六
十
才
本
年
戊
辰
百
年
を
迎
い
墓
碑
を
建
て
て
生
前
の
功
績
を
録
し
以
て
其

霊
を
慰
め
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る

昭
和
四
十
二
年
十
二
月

主
催

小
田
井
蔵
太
墓
碑
建
設
委
員
会

本

宮

追

史

会

資料
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協
賛

石
雲
寺

檀
信
徒
会

石
雲
寺

代
三
十
一
世

琢
良

本
宮
町

教
育
委
員
会

※

撰
文

曽
我
伝
吉

※
『
本
宮
町
史1

1

文
化

各
論
編
Ⅲ
』

6
7
1

～6
7
2

ｐ

七

出
発
地
点

『
山
す
じ
日
記
』
の
冒
頭
に
、「
去
る
明
治
元
戊
辰
の
閏
四
月
六
日
初
夜
過
る
比
、
雨
降
り
に
余
が
下
谷

【
こ
ろ
】

【
し
た
や
】

三
枚
橋
な
る
寓
居
の
戸
を
叩
く
者
あ
り
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
で
、
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
二
月
十
日
も
、

武
四
郎
は
こ
こ
か
ら
東
海
道
山
す
じ
の
旅
へ
出
発
し
た
も
の
と
私
は
思
い
込
ん
で
い
た
。

二
〇
〇
七
年
北
海
道
浜
歩
き
の
同
行
者
、
も
ぐ
ら
も
ち
さ
ん
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
『
松
浦
武
四
郎
案
内
処
』

に
解
読
さ
れ
た
慶
応
三
（
一
八
六
七
）
年
九
月
五
日
付
と
思
わ
れ
る
武
四
郎
の
書
簡
に
、
現
住
所
と
し
て

け
い
お
う

「
江
戸
下
谷
中
御
か
ち

町
通
り
三
枚
橋
の
北

三
橋
国
之
助
地
面
」
と
記
さ
れ
て
あ
る
の
が
そ
れ
だ
ろ
う
。

【
な
か
お
】

【
ま
ち
】

武
四
郎
は
こ
こ
に
元
治
二
（
一
八
六
五
）
年
二
月
九
日
以
来
、
三
年
余
り
の
間
住
ん
で
い
る
。

げ

ん

じ

東
京
国
立
博
物
館
の
サ
イ
ト
「
情
報
ア
ー
カ
イ
ブ

古
地
図
」
に
あ
る
嘉
永
六
（
一
八
五
三
）
年
発
刊

か

え

い

の
「
江
戸
絵
図
」
に
よ
っ
て
、
当
時
の
「
三
枚
橋
」
と
、「
中
御
か
ち
町
通
り
」
に
あ
る
「
三
橋
弥
五
郎
」

宅
の
位
置
が
判
っ
た
。
た
だ
、「
三
橋
弥
五
郎
」
と
「
三
橋
国
之
助
」
の
関
係
が
分
か
ら
ず
、
武
四
郎
の
住

ん
だ
三
橋
長
屋
の
位
置
は
不
明
の
ま
ま
だ
。
東
京
都
台
東
区
役
所
か
ら
ご
教
示
い
た
だ
い
た
「
三
枚
橋
」

と
「
三
橋
弥
五
郎
」
宅
の
位
置
情
報
を
、「
資
料
」
の
ペ
ー
ジ
中
「
三
『
カ
シ
ミ
ー
ル3

D

』
デ
ー
タ
」
の
ウ

ェ
イ
ポ
イ
ン
ト
中
に
置
く
。
私
が
試
み
に
嘉
永
絵
図
と
『
二
万
五
千
図
』
を
方
位
・
縮
尺
を
調
整
し
て
重

ね
合
わ
せ
て
み
た
位
置
も
、
こ
れ
か
ら
大
き
く
外
れ
て
い
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
『
校
注
簡
約
松
浦
武
四
郎
自
伝
』
に
、
「
慶
応
四
年
（
九
月
八
日
改
元
明
治
）
五
月
八
日
岩

資料

小田井蔵太一成之碑（中央）と小田井蔵太墓（右下）

福島県本宮市 石雲寺墓地

福島県本宮市 明間祐寿さん提供
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倉
邸
内
へ
引
移
り
」
と
あ
り
、
下
谷
の
寓
居
で
東

征
大
総
督
参
謀
の
呼
び
出
し
を
受
け
た
一
月
ほ
ど

後
、
武
四
郎
は
北
方
政
策
顧
問
格
と
し
て
求
め
ら

れ
て
、
岩
倉
具
視
邸
へ
転
居
し
て
い
た
こ
と
を
知

い
わ
く
ら
と
も
み

っ
た
。
武
四
郎
は
、
大
久
保
利
通
の
推
薦
で
岩
倉

の
知
遇
を
得
て
い
た
。
の
ち
、
漢
詩
人
小
野
湖
山

お

の

こ

ざ

ん

と
二
人
で
購
入
し
た
神
田
五
軒
町
三
番
地
の
大
関

か

ん

だ

氏
屋
敷
跡
六
百
坪
に
移
り
住
む
明
治
六
（
一
八
七

三
）
年
五
月
六
日
ま
で
の
五
年
間
、
武
四
郎
は
岩

倉
具
視
の
厄
介
に
な
っ
た
わ
け
だ
。
岩
倉
に
も
有

能
な
人
材
確
保
の
必
要
が
あ
り
、
武
四
郎
に
も
大

混
乱
し
た
江
戸
で
警
備
厳
重
な
新
政
府
要
人
邸
に

身
を
置
く
利
点
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
明
治
二
年
の
旅
立
ち
は
、
岩
倉

具
視
邸
か
ら
と
判
明
し
た
。
岩
倉
邸
は
、
当
時
の

江
戸
城
馬
場
先
門
内
に
あ
り
、
元
松
平
上
総
守
の

ば

ば

さ

き

上
屋
敷
だ
っ
た
。
現
在
の
皇
居
外
苑
に
あ
る
皇
居

前
警
備
派
出
所
の
付
近
だ
。
具
視
の
死
後
建
物
は

各
地
に
移
築
さ
れ
、
現
在
は
新
宿
区
の
玄
国
寺
書
院
や
、
兵
庫
県
西
宮
市
の
西
宮
神
社
六
英
堂
な
ど
と
し

げ
ん
こ
く
じ

ろ
く
え
い
ど
う

て
保
存
さ
れ
て
い
る
。

馬
場
先
門
内
の
角
地
に
あ
る
岩
倉
邸
に
住
ん
だ
こ

と
か
ら
、
武
四
郎
は
「
馬
角
斎
」
の
号
を
用
い
た
と

ば

か
く
さ

い

言
わ
れ
て
い
る
。
同
じ
号
で
も
、
剛
直
球
の
「
憂
北

生
」
や
「
北
海
道
人
」
と
は
違
い
、
「
馬
鹿
く
さ
い
」

「
兎
に
角
、
馬
に
角
」
な
ど
、
北
斎
張
り
の
捻
り
を

と

か
く

つ
の

利
か
せ
て
い
る
。

明治初年の馬場先門 長崎大学付属図書館・蔵

橋の左袂が岩倉具視邸か Ｆ．ベアト・撮影

資料

馬場先門跡より岩倉具視邸跡を見る
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◎
「
広
谷
良
韶
の
ペ
ー
ジ
」
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
へ
移
動
↓

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
4
2
.
t
o
k
2
.
c
o
m
/
h
o
m
e
/
h
i
r
o
t
a
n
i
5
2
/

◎
「
東
海
道
山
す
じ
紀
行
」
ペ
ー
ジ
へ
移
動
↓

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
4
2
.
t
o
k
2
.
c
o
m
/
h
o
m
e
/
h
i
r
o
t
a
n
i
5
2
/
y
a
m
a
s
u
j
i
/
y
a
m
a
s
u
j
i
.
h
t
m
l

資料

玄国寺書院

六英堂 神主NOBBYさん提供

http://www42.tok2.com/home/hirotani52/yamasuji/yamasuji.html
http://www42.tok2.com/home/hirotani52/

